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令和４年度 園評価アンケート結果報告 

 

寒冷の候、保護者のみなさまにおかれましては、本園の経営につきまして、ご理解とご支援いただ

き、感謝申し上げます。 

この度はアンケートへのご協力をありがとうございました。回答率は 100％でした。このアンケー

ト結果を参考に、これからの園運営を、子どもたちにとってより良いものにしていきたいと思います。

今後とも、富士川第一幼稚園への教育活動へのご理解とご協力をお願いいたします。 

なお、記述式につきましては、紙面の都合上、同様の回答の趣旨を要約し人数で表すなどしてまと

めさせていただきました。（文末も常態にしてあります） 

【 回答方法 】 Ａ：そう思う   B：やや思う  C：あまり思わない D：まったく思わない  

 

１  お子様は幼稚園に喜んで通っていますか。             

   【 回答結果 Ａ：91％  B：９％  C：０％  D：０％ 】 

 

２  お子様を富士川第一幼稚園に通わせて満足していますか。          

  【 回答結果 Ａ：91％  B：９％  C：０％  D：０％ 】 

 

３  幼稚園生活を通して、友達との関わりが見られますか。        

    【 回答結果 Ａ：91％  B：９％  C：０％  D：０％ 】 

  

４ 今年度、職員は、人との関わりの中で思いやりの気持ちを育むための援助や、環境を工夫した保

育を行ってきました。お子様の姿から、思いやりの気持ちが育ってきていると感じられる場面があ

りましたら、その様子を簡単にお書きください。 

 ・「ありがとう」「ごめんなさい」を素直に自分の口から伝えることができるようになった（３） 

 ・お友達に興味を持てるようになり、泣いている子がいると気にして近くに行くことが増えた 

 ・お友達や先生の話をたくさんするようになり、休んでいるお友達を心配することもあった（５） 

 ・お休みしている友達が登園できることを喜んで教えてくれた時 

 ・自分より小さな子を見ると自分から近寄り優しく手をつないでゆっくり歩く姿を見た時（４） 

 ・「みみちゃん達といつもこうやって遊んでいるんだよ」と優しく遊んでくれている時 

・いつもお兄さんお姉さんに優しくしてもらっているからか、優しいお姉さんになりたいのだなと

思い、ほっこりした 

 ・家族の誰かが体調不良の時に心配をして、何か自分で出来ることがないか探している時（２） 

 ・少しずつ「ゆずる」ことが出来るようになってきた 

 ・妹を叱っている時「もっと優しい声で言ってあげて」とか、「かわいそう」「喜ぶかと思って」な

ど相手の気持ちを自分なりに考えて、優しく行動する姿が増えた（２） 

 ・「いいところ見つけ」の話をよくしてくれて、自分が言ってもらえて嬉しかったことだけでなく友

達の素敵なところをほめるようになり、すごいなと思った（２） 

 ・周りのお友達の状況に気付いて動けるようになっていることを感じる。お迎えの時に教師から伝

えられる話で、保護者はリアルタイムで成長を感じることが出来ている 

 ・毎日、多くの友達の名前が出てくる。年長になり、友達との関わりが濃くなったように感じる 

 

５ お子様は、今年１年間で どのような面が成長したと思いますか。 

 ・（小学校の）1年生に憧れながら、幼稚園のお姉さん、にじ組さんという意識で成長した（２） 



 ・苦手な事に対しても諦めずに何回も挑戦できるようになった 

 ・持ち帰る作品が以前より細部までこだわって作ってある。表現力が育ったことを感じる（２） 

 ・困っている時に助けてくれたり「手伝うよ」など声をかけてくれるなどの思いやりの気持ちや、

年下に対する優しい気持ちが育っていることを感じる（８） 

 ・（小学校に向けて）朝の支度や片付け練習を続けたところ、その習慣が身に付いてきた。声をかけ

なくても自分でやるようになり、もうすぐ1年生！という気持ちが出てきた（４） 

 ・人に頼らず自分で考えて色々な物を作って遊ぶことが増えてきたことに成長を感じる 

 ・人前で上手に話ができるようになってきた。大きな声を出せるようになってきた（２） 

 ・出来ないことがあってもパニックになって泣くことが少なくなってきた 

 ・家では好き嫌いが多いのに、給食を頑張って食べていること。完食できるようになったこと（２） 

 ・お友達や先生にお手紙を書きたくて字を練習していること 

 ・見ている人が多いと緊張して思うように表現できなかったが、今年は参加日・運動会とも上手に

表現が出来るようになって感動した 

 ・怖いと感じたことをやらずに避けていたが、何でも自分から挑戦できるようになってきた（３） 

 ・「やめてほしい」「そう言われると悲しい」などの自分の気持ちや「こうした方がいいんじゃない」

などの意見を言葉で伝えられるようになった（２） 

 ・大きな声で歌ったり楽しく踊ったりお友達と仲良く遊んだりすることができるようになったこと 

 ・一人でトイレに行けるようになったこと 

 ・語彙力、表現力、想像力が豊かになったと感じる。仲裁に入ったり、問題が起きるとどうしたら

よいか自分で考えるようになった 

 ・人と関わろうとすることが増え、送迎時に声をかけてくださるお母さん方にも「バイバイ」「行っ

てきます」と言葉で応えることもあり、コミュニケーションの力が付いてきたことを感じる 

 ・お友達との関わり方や距離感、思いやりなどを学ぶことができた 

 ・興味が広がり「知りたい！」「やってみたい！」という気持ちがぐんぐん成長していると感じる 

  

６ 年２回（７月は全保護者、12月は希望保護者）の個人面談や随時の面談を行ってきましたが、面

談の内容や対応が、子育ての参考になっていますか。 

    【 回答結果 Ａ：95％  B：5％  C：０％  D：０％ 】 

                              

７ 小学校の中にある幼稚園の良さについて、感じたことをお聞かせください。 

 ・小学生と交流がもてること（４） 

 ・給食を食べているので、入学しても抵抗がないこと（３） 

 ・幼稚園の行事や雨の日の外遊びに行けない時にも体育館を借りられること（４） 

 ・小学生の先生方やお子さん達の様子を親子共々身近に感じられる。入学前に小学校のことをたく

さん知ることができる（２） 

 ・入学しても馴染みのある環境で過ごせることに安心感がある（５） 

 ・大きくなったらお兄さんお姉さんのように出来るという憧れの気持ちを持てるようになる（２） 

 ・兄弟姉妹が居る安心感がある（８）卒園しても幼稚園の先生方に会えるのも安心（３） 

 ・災害の時に引き取りが1度で済む 

 ・異学年交流が日常的に出来ること（２）少子化で近所の子どもで遊ぶという経験がなかなかない

のでありがたい 

 ・卒園児が親の顔まで覚えてくれており、お互いに顔を知っていることで困っていそうな場面で会

った時にも声をかけやすい 

 ・授業の様子を見学させてもらったり参加させてもらえたりしてとても喜んでいる。小学校の何階

に何の教室があるか覚えていて入学後もスムーズに過ごせるのではないかと思う（２） 

 ・小学校の図書館の本を借りることができること（４）幼稚園には置いていない本に触れられる 

 ・小学校がどんなところかイメージしやすくなる（２） 

・小学校のお兄さんお姉さんに興味を持っていて、小学校へ行くことを楽しみにしていること 



・にこにこ祭りなど、小学校の行事や1年生の生活科の授業に誘ってもらえること。楽しかったよ、

と教えてくれた 

・同じクラスの子の兄姉などと仲良くお話したり挨拶ができること 

・同じ校舎で体育館や図書室の利用、同じ給食など、入学しても変わらない環境が子どもにとって

一番安心できる幼稚園 

 

８ マチコミ「タイムライン」を配信しておりますが、園の様子が分かりやすいですか。 

     【 回答結果 Ａ：95％  B：5％  C：０％  D：０％ 】 

 

９ 幼稚園のホームページ(富士市のホームページの中)や地域の回覧板を利用して園の様子を紹介

していますが、園の様子が分かりやすいですか。 

     【 回答結果 Ａ：73％  B：27％  C：０％  D：０％ 】 

 

10 中央図書館の移動文庫・小学校図書館の利用（４・５歳児）、園の絵本の貸し出し利用(3 歳児)

を行っていますが、ご家庭では借りてきた絵本で家族の方が読み聞かせを行っていますか。 

【 回答結果 はい：91％ いいえ：９％ 】 

 

11 園行事（ＰＴＡ主催も含む）は親子で楽しむことができましたか。 

  ※今年度は、鮎のつかみ取り・運動会・うらやま広場・味噌作り体験・焼き芋会・12月参加日 

   【 回答結果 はい：100％  いいえ：０％ 】 

 

12 その他、お気付きの点がございましたら、お書きください。 

 ・先生が園児一人一人の個性に寄り添ってよくみていると園での様子を聞くたびに感じる 

 ・保育施設での悲しいニュースがあるが、そんな心配もなく毎日安心して通わせることができる。  

いつも笑顔で子どもの様子を教えてくれる先生たちのおかげ 

 ・いつも楽しく通わせてもらっている。下の子にも優しく声をかけていただいている 

 ・来年度の入園者がゼロとなり、とっても寂しく、私たちにも何かできることがないかな、と思う 

 ・幼稚園が大好きで先生もお友達も大好きな姿を見てうれしく思う 

 ・コアレックスの工場見学は今後もあってもよい。アルミ缶回収で関心を高めSDGｓへの意識も高

まり刺激になると思う 

 ・せっかくこんなに良い環境、素敵な先生方のいる第一幼稚園を知らない方がたくさんいることが

残念。近所に住んでいても小学校の中に幼稚園があることを知らないことがある。もっとたくさ

んの人に知っていただきたい 

 

  

  質問№１～９までの回答がすべて「A」「B」であり、保護者のみなさま、および子どもたちが園に 

信頼を寄せてくださっていることを、大変ありがたく感謝の気持ちでいっぱいです。 

  これに満足することなく、より良い保育を行うための実践および研修を怠らず、保護者のみなさ

まと共に子どもたちの健やかな成長を目標に自己研鑽を積みたいと思います。 

  しかし、来年度、入園者がいないことがとても残念で、保護者のみなさまにもご心配をおかけし

ていることを、大変心苦しく感じております。みなさまの中からも「小学校の中にある幼稚園の存

在が知られておらず、幼小が連携することの良さも理解されていない」等のご意見があり、HPと地

域の回覧板を通した方法だけでは、周知が不十分であることが明らかになり、課題として残りまし

た。この点につきましては、来年度に向けて、解決策を考えていきたいと思いますので、みなさま

からも良いアイディアがありましたら是非お伝えください。 

最後に、自由記述の中で、温かいお言葉をいただき、職員一同、大変励みになりました。お忙し

い中、アンケートにご協力いただき、本当にありがとうございました。 

 


